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ら，その防止対策なども併せて検討されなければならないだろう。
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4. 秋 田 平野

(1) 地形 ・地質

秋田平野は，:J4t物川最下流部一帯に広がる低地帯で，東側の丘陵地と西側の海岸砂丘地に挟ま

れた南北に細長い地域である。

秋田平野およびその周辺の地形は， 丘陵地，海岸砂丘地および沖積低地に区分できる。

地域の東部には，標高 50-200m のかなり閲析を受けた丘陵地が広く分布している。主とし

て泥岩~シノレト岩からなる新第三紀の女川層，船川層，天徳寺層および、笹岡層などで構成されて

おり 3 これが秋田平野の基盤を形成している。丘陵地には，第四紀の潟西屈が点在する。潟西層

は淡水成で，全般的に炭質物を含み，やや炭化 した木片，校 !丞果，種子などの化石が多い (1)(2)。

岩相は砂，磯および泥で，水平な層理を示す。また 3 丘陵や河川沿いには，潟西層や新第三紀層

を切る数段の段丘が認められる。段丘堆積物は砂，磯，泥などからなり，その厚さはほとんどが

10 m 未満(1)である。

海岸砂丘地は南の本荘干11付近から北の八郎潟まで 60km以上にわたっており，秋田平野付近

では， ITlli 2-4 kmで標高はほとんどが 30m未満である。大部分が潟西周や笹岡庖からなる丘

陵を覆ったもので，砂丘砂の厚さは揚所によって相当の変化を示すが，大部分は 5m 前後(1)で
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薄い。

沖積低地は，海岸砂丘地と東部丘陵地の聞を埋めるよ うに南北に細長く分布している。低地下

には，新第三紀基盤岩の浸食谷がみられる〈図 2-2-22)。この谷は仁井田，秋田市街地から飯島に

かけて南北に延び，飯島付近から西に折れて日 本海に聞いている。 谷の深さ は地表下 70m程度

で，飯島付近から海に向かつてはさらに深度を増している。ポーリング資料(図 2-2-23)によれ

ば，浸食谷の埋積層は砂，礁および泥の互眉で基底には疎層を伴うが，全体的には泥質部が優勢

である。とくに，表層部は泥質で腐食物を含む場合が多く，湖沼性の土佐積環境にあったことを暗

示している。藤岡，狩野(1)によれば，秋田平野の中央部には，かつて北流する大河道があ って，

土崎東方で西に曲って日 本海に通じていたが，縄文時代の海進l時に砂丘によ って河流が堰止めら

れて潟ないし淡水湖ができ，その後商に旧雄物川の新排水路ができて，湖が低湿地下していった

もの と考えられている。潟西層は湖成層 としてこ の地域に広く分布していた (1)が，河川浸食に伴

って削り取 られて，一部が平野縁辺部の丘陵地にとり残された もの と思われる。

(2) 地下水

低地部での帯水層は第三紀浸食谷の埋積層中の砂相お よび砂磯相部である。 基盤をなす新第三

表 2-2-11 秋田平野の地質層序表

時代 層 序 桜式 図 石出 質

完新世 沖積層 l砂丘 送主ν砂 叶 砂~ 
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天
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山英安岩山
角草書岩 ・火山際凝

~è 世; キ目 マJよ三三三 --灰岩(溶岩・安山岩

三塁三三三三
火山砕l奇岩を伴う)

ャー一一一一一ー

(1習厚400
互層相 一一一一一一一一会ー・一会ー一一・一ー一. 一中粒~組粒砂岩 ・シルト岩

-1，500m) 
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Ji，長岡 ・大沢 ・向安ら(2)による。
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図2-2-22 秋田平野水文地質図

〈比湧出量;および透水係数は東北山政局資料，

地質図および新第三紀庖浸食面等深線は藤岡，

狩野(1)に基づく〕
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五己層は，従来，合油層として石油開発のための地質調査が盛んに行われてきたが，主としてシノレ

ト岩ないし泥岩相であるため，一般に帯水屑とはなり難い。

埋積層の厚さは秋田平野下では 40m 以上で， とくに，仁井圧1，秋田市街地から飯島にかけて

の浸食谷の最深部は最も厚く 70m 前後に達する。表層部は S ~ 20m の泥ないしシノレト層で覆

われてい る揚合が多く，全体的にみても砂磯率は小さい。最も有望な帯水層は，表層部の泥ない
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図 2-2-23 地質柱状断面図

(東北農政局資料および藤岡，狩野(1)に基づき作成〉

しシノレト層の直下にある砂相または砂喋相部であり，ストレーナーの深度が増すにつれて井戸の

採取効率〔比湧出量〉は悪くなる傾向にある。既存の井戸は，地表下 20~ 40 m にストレーナーを

設けたものが大部分で 50m以深のものはあまりみられない。既存の井戸の比湧出量の分布を

みると 3 井戸によってかなりのばらつきがある。仁井田，秋田市街地から飯島にかけての南北に

細長い地域で 200 ~ 500 m3/d/m の高い値を示すがp その他の地域ではほとんどが 50m3/d/m 以

下である。また，透水係数についても 同様で3 前者では 1O- 2~10-1 cm/sなのに対して，後者で

は 10-3cm/sである。これらの水文地質的な傾向は基盤岩の浸食谷の分布とよく付合している。

沖積低地のほか， 砂丘砂層，段丘堆積物および潟西層中の砂牒相音r~ にも地下水が賦存し， 小規

模ながら利用されている。砂丘地の井戸資料によれば，比湧出量 50~ 100m3/d/m， 透水係数 10-3

cm/s程度とな っている。

水質の分析結果(1)をみると，沖積低地におけるもので pH5 .4 ~ 6 . 5 ， Cl 濃度 46~ 82 ppm，全 Fe

濃度 0.07~ 33.30 ppm，砂丘地では pH 6.3 ~ 6 .7 ， Cl 濃度 28~ 4 1 ppm， 全 Fe濃度 0.08~ 11.10 

ppmで3 全体的に酸性で鉄分が多く ，とくに沖積低地におけるものはこの傾向が強いようである。

(宮北順一〉
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5. 本荘平野

(1) 地形・地質

本荘平野の主体は 3 子吉川の中，下流域に広がる河谷平野であるが，西目町，仁賀保町，金持li


